
    

                     

    

                            

                            

【展示概要】 

期間 令和８年２月 24日（火）～５月 21日（木） 

会場 滋賀県立公文書館（県庁新館３階） 

日時 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 

９時～17時 

内容 新聞記事 17点、滋賀県特定歴史公文書等９点 

   （合計 26点） 

昭和 100年記念展・第３回県史編さん企画展 展示図録 

令和５年度から当館では、県史編さん事業を進めており、その資料収集の成果の一部を県史編さん企画展として

発信しています。今回の展示では、令和８年に昭和元年から起算して満 100 年を迎えることを記念し、県史編さん

で収集した新聞記事を手がかりに、昭和戦前期の湖国を振り返ります。 

昭和の時代とは、激動と変革の時代でした。しかし、それは令和の現在と全く断絶したものではなく、現代へと

つながっています。昭和初頭は現在につながる本格的政党政治の起点であり、ウシガエルの移入や小鮎の県外移出

は現代の外来種問題にもつながります。また国際観光ホテルの先駆けとなった琵琶湖ホテルや近江学園の前身であ

る三津浜学園の創設は現在のインバウンドや社会福祉にも通じるものです。 

これらのトピックスを通じて、昭和の時代と現在とのつながりをみなさんと考えていきたいと思います。 
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滋
賀
県
に
お
け
る
政
友
会
と
憲
政
会 

 

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
に
男
子
普
通
選
挙
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
導
入
に
先
立
っ
て
滋
賀
県
政
友
会
支
部

で
行
わ
れ
た
選
挙
法
改
正
の
調
査
委
員
会
で
は
、
二
五
歳
以
上

の
「
世
帯
主
」
の
「
男
女
」
に
選
挙
権
を
与
え
る
案
が
検
討
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
（
資
料
１-１
）。 

男
子
普
通
選
挙
は
、
国
民
の
政
治
参
加
拡
大
を
も
た
ら
し
、

政
党
は
よ
り
民
衆
を
意
識
し
て
支
持
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
県
政
に
影
響

力
を
有
し
て
い
た
国
民
党
系
の
勢
力
が
分
裂
し
て
、
当
時
の
主

要
政
党
で
あ
る
政
友
会
と
憲
政
会
に
合
流
し
、
二
大
政
党
制
を

形
成
し
ま
す
。 

政
友
会
に
対
抗
す
る
憲
政
会
は
、
生
産
者
の
負
担
軽
減
と
同

時
に
、
政
友
会
の
支
持
基
盤
を
切
り
崩
す
た
め
に
、
近
江
米
同

業
組
合
の
県
営
化
を
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
旧
国
民
党
系
グ
ル

ー
プ
も
憲
政
会
に
合
流
し
ま
す
（
資
料
１-２
）。 

一
方
、
旧
国
民
党
系
で
も
野
洲
郡
の
清
水
銀
蔵
は
、
政
友
会

に
入
党
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
反
政
友
会
の
立
場

か
ら
清
水
を
支
援
し
て
き
た
青
年
団
体
で
あ
る
「
野
栗
青
年
同

盟
会
」
は
、
以
後
は
清
水
を
支
援
し
な
い
こ
と
と
、
憲
政
会
支

持
を
決
議
し
ま
し
た
（
資
料
１-３
）。 

一
九
二
六
年
四
月
の
補
欠
選
挙
で
は
、
憲
政
会
の
田
中
養
達

が
当
選
し
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
蚕
業
試
験
場
移
転
問
題

と
い
う
地
域
の
利
害
対
立
も
存
在
し
ま
し
た
（
資
料
１-４
）。
こ

の
後
、
滋
賀
県
で
は
、
政
友
会
と
憲
政
会
の
対
立
が
激
化
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
堀 

雄
高
） 

1-1「政友会滋賀支部 選挙改正委員会」 

1924年 8月 19日（『京都日出新聞』滋賀付録） 

1-3「青年同盟会の除名事件真相」 

1925年 12月22日 

（『京都日出新聞』朝刊） 

1-2「憲政会幹部会で非政友大挙憲政へ」 

1925年 11月 5日（『京都日出新聞』滋賀付録） 

1-4「憲政派勝つ」 

1926年 4月 28日（『京都日出新聞』朝刊） 
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大
嘗
祭
と
滋
賀
県 

 

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
一
一
月
、
昭
和
天
皇
の
即
位
儀

礼
で
あ
る
即
位
礼
と
大
嘗
祭

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

（
あ
わ
せ
て
「
大
礼
」）
が
行
わ

れ
、
滋
賀
県
は
、
天
皇
が
大
嘗
祭
で
神
々
に
供
え
、
共
食
す
る

た
め
の
米
を
収
穫
、
奉
納
す
る
悠 ゆ

紀 き

斎
田

さ
い
で
ん

を
設
け
る
県
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
は
、
彦
根
測
候
所
の
気
候
調
査
（
資
料
2-1
）

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
悠
紀

斎
田
を
野
洲
郡
三
上
村
（
現
・
野
洲
市
三
上
）
の
粂
川
春
治
の

所
有
田
に
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
六
月
に
行
わ
れ
た
御

田
植
祭
は
、
千
名
あ
ま
り
の
参
列
者
と
一
〇
万
名
に
も
の
ぼ
る

拝
観
者
が
訪
れ
、
盛
況
で
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
、
京
都
日
出
新

聞
社
は
、
拝
観
団
を
組
織
し
て
参
観
し
て
い
ま
す
（
資
料
2-2
）。 

大
礼
に
あ
わ
せ
て
、
県
下
の
町
村
や
各
団
体
で
様
々
な
記
念

事
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
に
よ
る
内
務
省
へ
の
報
告
で

は
、
天
皇
の
写
真
と
教
育
勅
語
と
を
収
め
る
奉
安
庫
や
戦
死
者

を
顕
彰
す
る
忠
魂
碑
の
建
設
と
い
っ
た
国
家
へ
の
忠
誠
心
を

高
め
る
た
め
の
事
業
の
ほ
か
、
病
院
や
図
書
館
の
建
設
、
稲
作

増
収
品
評
会
、
貯
金
事
業
と
い
っ
た
地
域
の
産
業
振
興
や
社
会

事
業
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
（
資
料
2-3
）。 

九
月
に
は
、
稲
の
刈
り
入
れ
を
開
始
す
る
儀
式
で
あ
る
抜
穂

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
田
主
（
悠
紀
斎
田
の
所
有
者
）
が
お

祓
い
を
し
た
農
具
で
稲
を
刈
り
取
り
、
奉
納
す
る
と
い
う
儀
式

を
行
い
、
大
勢
の
拝
観
者
が
訪
れ
て
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
（
資
料
2-4
）。
収
穫
さ
れ
た
稲
は
白
米
・
玄
米
と
し
て
京
都

に
送
ら
れ
、
大
嘗
祭
で
用
い
ら
れ
ま
し
た
。（
藤
澤 

聖
哉
） 

 

2-1「復命書」1928年 3月6日

【昭た 452（11）】 

2-2「緩やかな歌詞と田植

踊りに合せ 厳粛裡に

お田植を終る」 

1928年 6月 2日 

（『京都日出新聞』夕刊） 

2-3「大礼記念事業調」 

1928年 8月 6日【昭き 79－2（2）】 

2-4「五風十雨
ごふうじゅうう

恙
つつ

がなく けふ抜穂の儀を終る」 

1928年 9月 17日（『京都日出新聞』夕刊） 
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ウ
シ
ガ
エ
ル
が
滋
賀
県
に
や
っ
て
き
た
！ 

 

ア
メ
リ
カ
原
産
で
あ
る
ウ
シ
ガ
エ
ル
が
湖
国
に
や
っ
て
き

た
理
由
は
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
養
殖
を
農
家
の
新
し
い
副
業
と
す
る

た
め
の
飼
育
実
験
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
、

ウ
シ
ガ
エ
ル
は
な
じ
み
の
な
い
生
き
物
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

実
験
を
委
託
さ
れ
た
彦
根
の
滋
賀
県
水
産
試
験
場
か
ら
脱
走

し
た
ウ
シ
ガ
エ
ル
が
、
そ
の
牛
の
よ
う
な
鳴
き
声
に
よ
っ
て
怪

音
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
資
料
３-１
）。

し
か
し
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
県
水
産
試
験
場
が
所
在
し
て

い
た
彦
根
に
対
し
て
「
食
料
蛙
〔
注‐

ウ
シ
ガ
エ
ル
〕
の
力
で

で
も
大
彦
根
の
建
設
は
難
く
な
い
県
庁
移
転
は
当
然
の
事
」
と

い
う
意
気
込
み
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
養
殖
に
は
強

い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
資
料
３-２
）。 

ウ
シ
ガ
エ
ル
養
殖
へ
の
期
待
感
は
全
国
に
広
ま
る
と
と
も

に
、
過
激
な
投
機
ブ
ー
ム
も
生
み
出
し
ま
す
。
県
が
一
九
二
七

年
（
昭
和
二
年
）
に
昭
和
天
皇
へ
ウ
シ
ガ
エ
ル
を
献
上
し
た
時

の
文
書
を
み
る
と
、
県
と
し
て
も
「
投
機
的
経
営
を
避
け
副
業

的
飼
育
」
を
推
奨
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
（
資
料

３-３
）。
つ
ま
り
県
と
し
て
は
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
養
殖
の
健
全
な
発

展
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す
。
実
際
、
翌
年
に
は
県
内
の
養
殖

業
者
を
集
め
た
研
究
会
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
（
一
九
二
八
年

三
月
八
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
朝
刊
）。
こ
う
し
た
背
景
も
あ

り
、
同
年
三
月
一
六
日
に
は
、
飼
育
法
改
善
や
生
産
増
進
、
需

要
開
拓
等
の
事
業
を
通
じ
た
「
副
業
的
養
蛙
業
」
の
堅
実
な
発

展
を
図
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
滋
賀
県
養
蛙
組
合
が
結
成
さ

れ
る
に
至
り
ま
し
た
（
資
料
３-４
）。 

 
 
 

（
山
口 

一
樹
） 

3-3「滋賀県の食用蛙」1927年 9月 

【昭か 86（2-2）】 
3-4「滋賀県養蛙

ようあ

組合規約」1928年 3月 16日 

【昭た 482（4-17）】 

3-2「湖北各地瞥見
べっけん

」1922年 9月27・28日（右 27日、左28日） 

（『京都日出新聞』滋賀付録） 

3-1「摩訶不思議
ま か ふ し ぎ

な牛の唸
うな

り  

処
ところ

もあらうに池の中から」 

1922年 6月 24日 

（『京都日出新聞』滋賀付録） 
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小
鮎
を
は
こ
ぶ―

小
鮎
配
給
事
業
と
輸
送―

 

 

琵
琶
湖
の
小
鮎
は
、
明
治
四
〇
年
代
に
お
け
る
理
学
博
士
・

石
川
千
代
松
や
滋
賀
県
水
産
試
験
場
等
の
研
究
に
よ
り
、
育
つ

環
境
に
よ
っ
て
他
の
ア
ユ
と
同
様
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

が
判
明
し
ま
す
。
大
正
時
代
に
水
力
発
電
所
が
全
国
各
地
に
建

設
さ
れ
、
ア
ユ
の
数
が
減
少
し
て
い
た
中
で
、
琵
琶
湖
産
小
鮎

は
、
河
川
放
流
用
の
稚
ア
ユ
（
ア
ユ
苗
）
と
し
て
注
目
さ
れ
、

県
内
外
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
き
た
ア
ユ
の
運
搬

の
発
展
が
鍵
と
な
り
、
滋
賀
県
水
産
試
験
場
を
中
心
に
様
々
な

実
験
が
行
わ
れ
ま
す
（
資
料
４-１
）。
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）

に
は
、
研
究
者
に
不
可
能
と
言
わ
れ
る
状
況
で
、
水
産
局
が
ア

メ
リ
カ
へ
の
船
舶
輸
送
に
成
功
し
ま
し
た
（
資
料
４-２
）。 

そ
し
て
、
滋
賀
県
は
一
九
三
〇
年
に
小
鮎
の
配
給
を
県
営
事

業
化
し
、
県
水
産
試
験
場
に
よ
る
配
給
の
統
括
と
、
品
質
の
向

上
・
統
一
を
図
り
ま
す
。
小
鮎
配
給
事
業
は
昭
和
期
を
通
し
て

県
の
水
産
行
政
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
ま
し
た
（
資
料

４-３
）。 

小
鮎
配
給
事
業
が
滋
賀
県
に
と
っ
て
大
事
な
産
業
と
な
る

中
で
、
県
水
産
試
験
場
で
は
航
空
機
に
よ
る
運
搬
も
試
み
て
い

ま
す
。
一
九
三
一
年
の
琵
琶
湖―

東
京
間
の
航
空
機
に
よ
る
輸

送
実
験
は
、
一
度
目
は
墜
落
し
て
し
ま
い
ま
す
が
（
資
料
４-４
）、

数
日
後
に
は
再
度
決
行
さ
れ
、
成
功
し
ま
し
た
（
資
料
４-５
）。

実
際
の
小
鮎
の
輸
送
は
自
動
車
や
列
車
が
中
心
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
空
輸
へ
の
挑
戦
か
ら
は
、
輸
送
の
改
善
と
い

う
至
上
命
題
に
対
す
る
当
時
の
水
産
関
係
者
の
情
熱
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
吉
水 

希
枝
） 

4-3「小鮎配給事業に関する件」 

1929年 9月【昭お 2-1（6-7）】 

4-4「琵琶湖の小鮎運搬機中瀬の湖岸に

墜落」1931年 4月 26日 

（『京都日出新聞』夕刊） 

4-5「密雲を衝いて木の浜湖岸を離水」 

1931年 4月 30日 

（『京都日出新聞』夕刊） 

4-1「各地へ移殖の琵琶湖産小鮎」 

1926年 5月 29日（『京都日出新聞』朝刊） 

（『京都日出新聞』夕刊） 

4-2「体の弱い小鮎を通じて日米が固い握手」 

1928年 5月 9日（『京都日出新聞』夕刊） 
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滋
賀
に
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を 

―

国
策
事
業
と
地
域
社
会―

 

一
九
三
〇
年
代
初
頭
、
慢
性
的
な
不
況
に
喘
ぐ
中
、
対
外
収

支
改
善
の
た
め
の
国
策
的
取
り
組
み
と
し
て
、
外
客
（
外
国
か

ら
の
旅
客
）
を
誘
致
す
る
た
め
の
国
際
観
光
政
策
が
本
格
化
し

ま
し
た
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）、
滋
賀
県
は
こ
の
政
策
に

呼
応
し
て
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
を
建
設
す
る
計
画
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
当
時
は
琵
琶
湖
畔
に
つ
な
が
る
主
要
な
道
路
の
完
成

を
目
前
に
控
え
て
お
り
、
観
光
地
と
し
て
の
需
要
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
中
で
の
立
案
で
し
た
（
資
料
５-１
）。 

一
方
、
地
域
社
会
は
、
諸
手
を
挙
げ
て
国
際
観
光
ホ
テ
ル
建

設
に
賛
同
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
九
三
二
年
、

県
知
事
に
対
し
大
津
市
の
料
理
組
合
と
旅
館
組
合
が
提
出
し

た
陳
情
書
で
は
、
本
来
外
客
を
主
た
る
客
層
と
す
る
は
ず
の
と

こ
ろ
を
営
利
目
的
で
内
地
人
遊
覧
客
に
重
き
を
置
く
よ
う
方

針
を
転
換
す
る
、
と
の
噂
を
受
け
、
地
元
業
者
へ
の
圧
迫
を
避

け
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
（
資
料
５-２
）。
ま
た
、
営
業
を
開

始
し
た
一
九
三
四
年
一
〇
月
の
竣
工
披
露
宴
に
お
い
て
は
、
経

営
維
持
の
た
め
の
後
援
を
財
界
来
賓
者
に
呼
び
か
け
た
伊
藤

武
彦
前
知
事
に
対
し
、
世
界
恐
慌
の
煽
り
を
受
け
て
以
来
続
く

農
村
不
況
の
対
策
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
民
政
党
所

属
の
県
会
議
員
が
反
発
し
て
い
ま
す
（
資
料
５-３
）。 

実
際
の
業
績
に
目
を
向
け
る
と
、
営
業
開
始
か
ら
約
七
か
月

間
で
外
国
人
利
用
者
数
が
四
六
五
名
に
及
ん
だ
と
の
報
告
以

降
目
ぼ
し
い
業
績
は
な
く
、
外
客
誘
致
と
い
う
本
来
の
目
的
に

お
い
て
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
と
推

察
さ
れ
ま
す
（
資
料
５-４
）。 

 
 
 
 
 
 
 

（
鷲
澤 

遼
祐
） 

5-1「典雅優麗なる湖畔柳ケ崎に豪壮なる国際観光館」 

1932年 3月 2日（『京都日出新聞』朝刊） 

5-4「営業報告書」（株式会社琵琶湖ホテル） 

1934～1937年 【昭て 15(58)】 

【昭か 31（17）】 

5-2「陳情書」（大津市料理組合、大津市旅館組合） 

1933年 11月18日 【昭て 10-1(2-3)】 

【昭か 31（17）】 

5-3「祝賀会場か議場か」 

1932年 3月 2日 

（『京都日出新聞』朝刊） 
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「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」 

―

戦
時
下
に
始
ま
る
近
江
学
園
前
史―

 

滋
賀
県
の
障
が
い
児
施
設
・
近
江
学
園
は
、
戦
時
下
に
誕
生

し
た
二
つ
の
学
校
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
三

津
浜
学
園
で
し
た
。 

三
津
浜
学
園
は
、
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
に
、
出
征

軍
人
の
遺
家
族
の
子
ど
も
で
、
虚
弱
体
質
児
童
の
教
育
・
鍛
錬

施
設
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
発
足
・
運
営
の
中
心
は
、
糸
賀

一
雄
や
池
田
太
郎
ら
、
後
の
近
江
学
園
創
設
者
ら
で
し
た
が
、

三
津
浜
学
園
の
経
営
名
義
は
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
で
、
同
会

か
ら
助
成
金
も
受
け
て
い
ま
し
た
。
学
園
の
設
置
は
銃
後
を
支

え
る
政
策
の
一
環
だ
っ
た
の
で
す
。
皇
族
の
行
幸
啓
も
あ
り
、

そ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
記
録
か
ら
、
児
童
数
や
日
課
等
、
学
園

の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
資
料
６-１
・
６-２
）。 

開
園
の
翌
月
、
京
都
新
聞
で
は
、
学
園
を
紹
介
す
る
連
載
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
（
資
料
６-３
・
６-４
）。
朝
の
掃
除
や
食
事

と
い
っ
た
生
活
面
、
授
業
や
身
体
測
定
等
の
学
校
教
育
的
側
面

等
、
日
々
の
風
景
を
報
じ
て
い
ま
す
。
記
事
か
ら
は
、
皇
居
遥

拝
や
軍
事
教
練
等
、
戦
時
色
を
色
濃
く
反
映
し
た
日
課
が
あ
っ

た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
記
事
の
随
所
に
は
「
健
康
の
増

進
」
や
「
立
派
な
兵
隊
に
」
と
い
っ
た
言
葉
が
現
れ
ま
す
。 

戦
後
に
創
始
し
た
近
江
学
園
は
、「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

と
い
う
方
針
を
掲
げ
ま
す
。
し
か
し
戦
時
下
で
は
、
国
家
の
役

に
立
つ
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
三
津
浜
学
園
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
「
励
ま
し
」
や
「
期
待
」
は
、「
虚
弱
」
や
「
障
害
」

と
し
て
国
家
の
要
求
に
適
さ
な
い
人
々
へ
の
圧
迫
の
裏
返
し

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
西
脇 

彩
央
） 

6-2「三津浜学園見取略図」1943年 

【昭か 29（7-3）】 
6-1「言上書」1943年 

【昭か 31（17）】 

6-4「湖畔に鍛ふ 勇士の子ら⑥ 

朝夕に誦ず四則 念願は立派

な兵隊に」1943年 5月 8日 

（『京都新聞』朝刊） 

6-3「湖畔に鍛ふ 勇士の子ら③ 

楽しい屋外授業 鍛えつゝ

いそしむ勉学」 

1943年 5月 5日 

（『京都新聞』朝刊） 
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【展示関連年表】 

西暦 元号 月 日 出来事 図録 

1922 大正 11 6 24 ウシガエルが滋賀県水産試験場から脱走していたと報じられる 3-1 

1922 大正 11 10 - 滋賀県水産試験場、農商務省の指令によりウシガエルの分配を始める 3-2 

1924 大正 13 8 19 政友会滋賀県支部の選挙法改正員会の模様が報じられる 1-1 

1025 大正 14 4 21 アユ苗需要増加のため、滋賀県水産試験場は長距離汽車輸送試験を実施 4-1 

1925 大正 14 11 2 憲政会滋賀県支部、幹部会を彦根にて開催 1-2 

1925 大正 14 12 22 
野栗青年同盟会が今後、政友会に入党した清水銀蔵を支援しない旨を決

議したことが報じられる 
1-3 

1926 大正 15 4 27 衆議院議員補欠選挙で憲政会の田中養達が当選 1-4 

1927 昭和 2 9 29 ウシガエル献上のため、滋賀県水産試験場長が上京 3-3 

1928 昭和 3 2 5 滋賀県が悠紀斎田を出す地方に選ばれ、県は選定のための調査を行う 2-1 

1928 昭和 3 3 16 滋賀県養蛙組合設立 3-4 

1928 昭和 3 5 6 農林省水産局による琵琶湖産小鮎の米国への船舶輸送が成功する 4-2 

1928 昭和 3 6 1～3 野洲郡三上村の悠紀斎田で御田植祭挙行 2-2 

1928 昭和 3 8 6 滋賀県が内務省に県内の各町村における大礼記念事業を報告 2-3 

1928 昭和 3 9 16 悠紀斎田で抜穂式が行われる 2-4 

1930 昭和 5 4 - 小鮎配給事業が県営事業となる 4-3 

1931 昭和 6 4 30 琵琶湖産小鮎の琵琶湖-東京間の航空機輸送が成功する 4-4・5 

1932 昭和 7 3 2 新庄祐治郎知事、国際観光ホテル建設に関する声明文を発表 5-1 

1933 昭和 8 11 18 大津市料理組合・旅館組合、国際観光ホテル建設に関する陳情書を提出 5-2 

1934 昭和 9 10 27 琵琶湖ホテル竣工披露宴開催 5-3 

1935 昭和 10 6 28 株式会社琵琶湖ホテル第２回株主総会開催 5-4 

1943 昭和 18 4 2 三津浜学園開園 6-1 

1943 昭和 18 5 - 『京都新聞』、三津浜学園の特集記事を掲載 6-3・4 

1943 昭和 18 11 4 梨本宮妃が銃後婦人の活動状況視察のため来県、三津浜学園を訪問 6-2 

展示図録  

新聞記事からみえた百年前の湖国 

令和８年（2026年）２月 24日 
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